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第 5回景観計画市民ワークショップ報告書 

 

 

日時 ：令和 7年 5月 24日(土)13時 00分から 15時 40分まで 

場所 ：北広島市ふれあい学習センター（夢プラザ） 多目的ホール 

参加者：11名 

 

＜ワークショッププログラム＞ 

テーマ：景観計画はつくってからがスタート 

北広島の景観づくりを自分事として捉えてもらうため、景観づくりで自分たちができるこ

と、取り組めそうなことについてアイディアを出し合った。 

【Ａグループ】 

⚫ 花植え（プランターを配る） 

• 花き農家から苗を提供してもらい、プランターに農家の名前を入れる→宣伝効果 

• 市民だけでは管理が大変なので、コンビニにプランターを配布し水やりなどの管理を

してもらう 

• 現行の花いっぱい運動と連携 

⚫ 広報活動 

• 個人住宅のガーデンやイルミネーションについて広く発信 

• エルフィンパークやＦビレッジで写真展を行い投票→表彰することで名誉 

どちらも市民主導組織をつくって実施するが、動き出しには行政のパックアップが必須 

 

【Ｂグループ】 

⚫ 花植え 

① 国道、道道、河川などの植栽 

• 市が植栽場所をつくり、市民が花植えをする 

② 自宅の庭の植栽、オープンガーデン 

• 市民が自宅のガーデニング 

• 市がバスツアーを実施してまわる 

• 担い手不足が課題 

• 自宅まわりの草刈りは市民が自主的にやる 

⚫ ごみ拾い 

北広島は比較的ごみが少なくきれいだが、最近はエスコン来場者のごみが目立つ 

• 市民、事業者の協働でごみ拾いをする 

• イベント形式で楽しく実施、学生や若者の参加を促す 

• 事業者から支援してもらうかわりに企業名の賞やごみ袋に企業名・ロゴマークなどを

つけるなど、企業もメリットを感じられる仕組みづくり 

• ファイターズの選手と一緒にごみ拾い→ファンの参加も期待できる 
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⚫ 観光・ＰＲ 

• 景観スポットをまわるバスツアーを実施 

• バスツアーのガイドは市民が実施、市民ガイドの養成 

• 市内を安くまわれるバスをつくる 

• 事業者がバスをつくってラッピングすることで宣伝効果 

 

【Ｃグループ】 

⚫ 自然と人が調和できる公園プロジェクト 

北広島は自然が素敵で公園も多いが、利用者が少なくもったいない 

• 大人も子どもも楽しめるような不思議なかたちの自然になじむオブジェを設置。思わ

ず写真を撮りたくなる、立ち寄りたくなる公園に 

• 資金はクラウドファンディングで集め、出資してくれた人の名前を刻印する 

• 駐車場も整備して遠方の人も利用できるようにする。駐車場はイベントやキッチンカ

ーなど多目的利用を想定 

• 映えスポット（フォトスポット）をつくって若者も呼び込む 

• 公園には市の花つつじや市の木かえでを植栽 

• 北広島の公園マップづくり 

⚫ 北広島の景観の魅力を発信 

当たり前すぎて気付いていない北広島の景観の良さを多くの人に知ってもらう 

• 景観写真展とバスツアーを実施する 

• 市民が日頃から撮りためている北広島の写真を投稿してもらう（まちなかカメラマン） 

• 展示のほか、SNSでも発信して多くの人に見てもらう機会をつくる 

• 地区ごとの写真展もあると◎ 

• 写真展で集まった写真の景観を実際に見て回るバスツアーを実施する 

マップづくりやガイドなど、協力を依頼できそうな市民組織がすでにあるので、連携できる

とよい 

 

 

＜市考察＞ 

市民ができる景観づくりとして、市民主導の組織をつくり、美化活動や広報活動を実施する

ことなどが挙がったが、その動き出しには行政のバックアップが必要である。 

景観づくりには一定程度の資金が必要となるため、基金などの活用により、市民組織を支援

する仕組みづくりが必要である。 

景観計画における推進方策では、市民組織の組成支援や活動の周知支援、資金的な補助制度

などの施策を検討する必要がある。 

 

  



資料：景観計画の推進方策に関する意見交換 

【Ａグループ】 

 

【Ｂグループ】 
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【Ｃグループ】 

 

【酒本さんまとめ】 
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